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イエス神様の大逆転劇（ルカ24:1-10）
　ドラマや映画などで裁判の光景をよく見かけますが、被疑者が自分の無実、無罪を主張するために検察側の方から訴えた様々な犯罪の内容に対して、全面否定したりする場面があります。弁護人はそれが成り立つようにいろいろな証拠や弁論などを述べるようになるでしょう。それで、たまに無罪がほぼ確定されるような状況になり、検察側には確かに犯罪者だという確信があるのに証拠ありません。裁判では証拠がない場合には、心証があっても無罪になってしまいます。そこで最後の最後に検察側のだれかが決定的な物証になるものを探して用意し、裁判が終わる頃、無罪が宣告されそうな状況の中でそれを提示するようになります。それがあまりにも決定的な物証になるので、それによってほぼ被疑者側の主張どおり無罪になりそうになったところでどんでん返しでひっくり返されて、検察側の主張どおりの勝利になり有罪になるという内容がたまにあります。そのときに、その物証、確かな決定的な証拠によって無罪になりそうであった被疑者や弁護側の様々な主張などがすべて嘘だったことになります。そうですよね。確かな物証なので。それを証拠と言います。

今日、私たちは私たちの救い主イエス・キリストがよみがえられたと信じ、それを心から感謝しお祝いするための復活感謝礼拝をささげております。イエス様が復活なさったと言うことは、小さな裁判の証拠ではなく、神様と全人類、この世との裁判ではありませんが、そのような流れの中でこの世が主張することがあります。人類が主張する内容、たまにはそれが動かない真理であるかのように固く信じてしまうような内容もあります。その内容に対して、この世が、また人類が主張している内容、そのものがほぼそのとおりだと確定しそうな状況の中で、イエス様の復活はそれがそうではなかったどんでん返しのような、ふさわしい表現ではありませんが、神様の大逆転劇とも言えるような出来事です。人類は様々なことを主張しています。この世の中には様々な理論があり、主張などがあります。そこに共通して流れている主張がありますが、今現在もクリスチャン以外の世の中では、民族や国を問わずどこにでも通用し、固く信じられているものです。イエスの復活はそれがそうではなかったと裁判の最後の物証のように決定的な証拠になり、そのすべてをひっくり返してしまうような強力な神様からの証拠です。そのようなイエス様の復活の意味を、そこにあるメッセージを今日確認して、またチェックし固く握っていただきたいと思います。それで皆さんひとりひとりの人生、心の内側でもそのようなどんでん返しが実際的に体験できるイースターの感謝礼拝になればと願います。毎年、イエス様の復活を感謝し、礼拝をささげています。また団体や教団によっては、教会が合同でどこか広い場所を借りて復活を感謝を祝ったりするときもあります。しかし、そのような行事を行いながらも、イエス様の復活がどんなメッセージなのか、そこにはどのような意味があるのかということを深く考えるクリスチャンがあまり多くないという悲しい現実もあります。このようなときに礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは。イエス様の復活と思い出すたびに、それを言われるたびに、それは世の中のすべての主張、今まで真理と受け止められ、何の検証もないまま信じられていたすべての内容がそうではなかったというどんでん返し、大逆転劇だったということをいつも思い出して覚え、皆さんの内側でそれを生かしていただきたいと願います。そのために、まずイエス様が復活なさったと言うことを否定しようとする様々な動きがありましたが、それがかえってイエス様が生きておられるということの裏返しのようなものになるという話から考えていきたいと思います。
イエス様がよみがえられて、今日の聖書に書いてあるように、お墓の中が空っぽになりました。イエス様の体、死体が見当たりません。すると、それを心配していたパリサイ人やユダヤ人たちがこのような噂を広め始まました。「弟子たちがこっそりとイエス様の死体を盗んで、『イエス様は生き返った』と言いふらしている」という噂をするようになりました。盗難説と言います。それでも、あちこちから多くの人がイエス様を実際的に見た、見かけたという声をたくさん寄せてくるので話を少し変えるようにします。たぶん、弟子たちがイエス様をあまりにも慕って、イエス様が亡くなったことを悲しんでいたのでそのイエス様の幻を見たのだという噂を広めるようになりました。「幻を見たのだよ」。しかし、それもあまり説得力がないものになってしまうほど、あらゆるところから「復活のイエス様を見た」という話がたくさんありました。それで、一番、最後に「なるほど。よみがえられたのではなく私たちが十字架で殺したときに、完全に殺せずに気絶しただけだったかもしれない」とイエス様の復活を否定するためにそのような噂を広めていきました。でも、結局はそのすべては間違いなく亡くなられたイエス様、血と水を全部こぼしだして死んだわけですが、その死んでいたイエス様が今生きているという裏返しです。そのような内容になりかねないものではないでしょうか。世の中の人がいろいろ復活を否定するために言っているだけであって、このような裏返しがなくても私たちは聖霊様の恵みによってイエス様が復活なさったことを信じている者です。とにかく、イエス様はよみがえられて今も生きておられる方です。そのことの意味を理解して考えるためにもまず、神様の主張、それを私たちは神様のメッセージと言いますが、「それはなんだったのか」から考えていかないといけないと思います。神様のメッセージはこの聖書そのものであり、聖書から与えられるものです。神様は最初からぶれることなく主張していいらっしゃいました。どのような主張だったでしょうか。
「人間は神によってつくられたもので、しかも、すべての万物とは最初から異なり、特別な存在、神のかたちにつくられました。人間だけが被造物の中で肉体を持っている霊的な存在であり、神の栄光を反映することができ、それを受け入れてお返しができるような存在だ」と神様は聖書を通して最初から主張なさっています。人は神によってつくられたものであって、しかもその中でも神のかたちにつくられました。だから、人間というものは物や他のなにかによって幸せになる存在ではなく、食べ物をいっぱい食べて満腹になると幸せになるような動物的、獣的な存在ではなく、神のかたちなので神によって幸せになるものです。それが神様の主張です。そして、神様とともにおられることによって人は幸せでえあり、そこにまことの祝福と安らぎがあります。人生の生きがいというものもその中に存在するものだと神様は最初から主張なさっています。これが神様の主張です。それが神様が主張なさっている人間の定義です。よく覚えていただきたいと思います。しかし、そのように特別につくられて祝福されている人間が罪を犯すことによって、しかも、その罪が取り返しのつかない原罪という罪です。そのような罪を犯すことによって人はだめになってしまったというのが神様の主張です。時間が流れるに従ってだんだん悪くなるということではなく、よく覚えていてください。人はエペソの1章3節に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、最初から人間には希望がないし、最初から人間はだめだし、最初から人は根っこから腐っている存在であるし、可能性や希望などは一切ない罪人だということが神様の主張です。皆さんはどれほどそのような神様の主張を聞いていたのかよくわかりませんが、人は人の力では解決できない罪を抱えている罪人だというのが神様の主張です。まるで、検察が被疑者を訴えているかのように。創世記3章15節に神様が最初から約束されて提示されましたとおり、女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く、つまり、「神様が遣わされるキリスト、メシヤが来られてこの問題を解決しない限りは人間に、この人類に希望などは一切ありません」というのが神様の主張です。時代がどう変わろうが神様の主張は変わりありません。これが神様の主張です。キリスト以外には希望がありません。

それから、神様は歴史をとおしてそれを証明なさっていらっしゃいました。また、ひとりひとりの人生のストーリーの中でそれを見せていらっしゃいます。人間位どれほど可能性がないのかということ。どれほど人は神様を信じようとしない罪を持っている存在なのか。なにがどう変わろうが人はそのすべてを理由して神様の反対の側に行く本能を持っている、そのような罪人なのだということを証明されていらっしゃいました。だから、不幸がなくならないし、文明が発展し教育が変わり時代がどんなに流れて、王様が政治がどう変わろうが人類に幸せは訪れてこないし、よりややこしくなっているだけであって、昔は見ることがなかった病気もたくさん現れているし、特に人々が精神的に病んで精神的に耐えられないような状態がより深刻になりつつあるのではないかということを神様は証明なさっています。神様の主張を、最初から変わらない主張をしていらっしゃったのでそのことを証明していました。これが神様の主張です。結局、まとめて申し上げると、キリスト以外には希望がないということが神様の主張です。しかし、それに対して真っ向から対抗するこの世の主張というものがあります。そして、その世の主張というものが、神に恵まれている人以外にすべての人間に自然に、何の抵抗もないまま刻印されるようになります。ものすごく怖いのです。ただの頭の中で理解しているくらいの問題ではなく、ひとりひとりに民族と時代に関係なく刻印されるようになります。それが世の主張というものです。様々な主張があります。宗教も数多くあり、宗教ごとにいろいろな宗教がありますが、そのすべてをまとめて一番核心となるものは皆、共通しています。それがこの世が言いたいことです。この世の主張というものがあります。そして、その内容、カラーを見ると、一番最初にアダムとエバを惑わした悪魔、サタンというものが、蛇をかぶって現れていた悪魔、サタンというものが主張していた内容と全く同じものです。悪魔、サタンはアダムのところに来てこのように誘いました。「あなたがたは、神様がそうおっしゃったのですがそのみことばを破って、あの善悪の木の実をとって食べるとあなたがたの目が開かれてあなたがたは神のようになるのです」。人が神のようになるというのが悪魔の主張です。「それを神様が恐れて『食べてはいけない』とおっしゃったのではないのか」という論理です。「あなたがたは、人は神のようになる」というのがサタンの主張であり世の中の主張です。神のようになるというのは人間が偉くなるという単純な話ではありません。神様はいない。あるいは神様なんかまったくいらないというお話です。そうですよね。もしここにいらっしゃる皆さんが、私がなにかを食べると神のようになるのであれば、その瞬間から神様なんかいらないのではないでしょうか。もう自分が神なのだから。それがこの世の主張です。そして、今も、今までの歴史の中でもずっとサタンはこの世を利用してその声を発していましたが、形を変えるだけであってずっと続きます。今はニューエイジ、フリーメイソンと言う団体などをとおして主張しています。世界中の国など関係ありません。文学、芸術、映画、ドラマ、教育、小説、すべての分野に入り込んで「神なんかいらない」と主張しています。あらゆる被り物をかぶっています。それがこの世というところです。もしその主張をそのまま受け入れて、そのまま信じ込むとどうなるでしょうか。まったくそこには希望がありません。それがこの世の主張です。真っ向から違います。人は神の恵み、神様がいらっしゃらなければ人は生きていけません。生きる意味もありません。
幸せなどはちっとも見つけることができませんというのが神様の主張なのに、真っ向から「神様はいらない。人が神様になれる」と、形はどのようであっても中身の核心的内容はその内容です。騙されないようにしてください。

それを一言でまとめるヒューマニズムというものです。それが世の主張です。人間には無限の可能性があるから、人間自ら可能性があり、希望がある存在だという話はものすごく耳触りのいいお話でしょうけれども、世の主張であり、神様の主張とは真っ向から対立するような内容です。人間は自ら可能性がある。つまり、神さも助けなくても世の中は、人生はいくらでも変えられるものであるし、人間が頑張れば、人が努力すれば変わるものだというのが世の主張です。冒頭で皆さんに申し上げましたように、神様の主張をなぜ一番最初に申し上げたのかと言うと、比べてくださいと言うことです。それを言わないでこの世の主張を言いますと、礼拝をささげている皆さんも聞いていて「いい話ではないの」と思うかもしれません。皆さんの中にもまだ刻印されている部分があります。刻印というものは中々、取りはがされません。それが残念なことにクリスチャンになってからも、クリスチャンの祝福を邪魔するものになります。刻印されているものがあります。どんな刻印でもそれが真実だと思い込んでいる、信じこんでいるものでも、イエスの復活がそれをすべてひっくり返して「そうじゃなかったよ」という大逆転劇になります。皆さんはその復活の前に立たなければなりません。イエスの復活は「復活。ハレルヤで」終わるようなものではなく、皆さん、真実な思いでイエスの復活の前に立ってください。人間が死んでよみがえるというのはありえないことです。そのありえないと刻印されているものが全部打ち破られて、その刻印が取りはがされ、ひっくり返されるのではないでしょうか。それひとつだけを見ていてもそうでしょう。

また、本当におかしいことだとよくよく考えて見れば分かりますが、進化論というものが全世界に浸透されています。国や民族を超えて定説になり、真理になっています。進化論は科学ではありません。科学を利用した悪魔の主張です。それがなぜ悪魔の主張だと言えるのかといいますと、神様の主張がなにかわかっていればわかるはずです。進化論というものは小さなアメーバ―みたいなものからどんどん進化して今の人間になったという話です。根っこから人間の尊厳というものを押しつぶしてしまうような内容です。猿が進化して人間になった。つまり、それは人間には霊的なものがあり、神のかたちであった霊的な存在であり、だから、神様なくして人間は成り立たないものだということを否定するための内容なのです。猿が進化して、結局、優れた動物の一種であれば神様なんかいらないわけです。進化論というものは人が霊的な存在だということを真っ向から否定するために、神様の主張を真っ向から否定するための理論です。それでいろいろなことがあるでしょうが、「今までこんなに進化してきたのだから、これから１万年、１億万年ぐらいあれば、人はだいぶ変わって病気もしない、嘘もつかない優れた存在に進化するだろう。だから希望を持ちなさい」と言うのが世の主張です。耳障りにはいいのですがそうでしょうか。皆そうであってほしいでしょうが、問題はそれを真理のように受け止めていて動かないものとして信じ込まれているということです。ここに今「イエスはキリストです」と告白している皆さんの中にも、どこか皆さんの意識の中にそのようなものが刻印されていて、皆さんの考え方すべてを動かしているかもしれません。これが神様の主張と真っ向から対立する世の主張です。だから、可能性をあきらめません。可能性をあきらめないというのはよい話に聞こえるでしょう。それ自体は悪くないかもしれません。神の主張の前で見ると、それを裏返しますと「だから、神の助けはいらない」という話です。人の可能性があるということは。「あきらめませんよ」という主張はそういうものです。だから、世の中では福祉が今よりもっと整理されていくと、人間はよりよい人生を過ごすことができるというように主張しています。経済が豊かになればよりよい生活、よりよい人生になると皆が信じ込んでいます。文明が発展すればするほど、よりよい社会になるだろうと主張しているし、皆がそのように信じ込んでいます。そのようなところに希望を託して、「希望があるのだよ」と世の中では主張しています。今もテレビを見ていても、学校で教授の話を聞いても、ドラマを見ていても、何を見ていてもその主張です。そうではないでしょうか。

そして、クリスチャンの人口はものすごく少ないです。特に日本の場合は0.3％の中で、その0.3％がカトリックも入っているかもしれないし、0.3％の中で神様の主張を本当に信じている人は0.1％、0.00…％かもしれません。ですから、世の主張がものすごく当たり前なもので、教会に通っているクリスチャンでさえそれが皆刻印されていて、その主張に負けています。そのとおりだと皆思っているのです。そのような状況を皆さん想像しながら聞いてください。いつもそうでした。歴史はいつもそうです。神様の主張を信じる者はほとんどいません。世の主張が定説になって世界を支配し、皆の心の中に流れ込んで行くようになります。そのような状況の中で、イエスと言う人が現れて、イエス様が主張する内容がありました。その内容がなにかと言うと、神様の主張をそのまま認めて主張します。「神様がこの世にキリストを送ることにしたでしょう。キリスト以外には希望がないと言ったでしょう。そのキリストこそ私なのだよ」ということを主張していました。だから、神様の主張を支持する内容です。それで世の主張と真っ向からぶつかるので、この世はイエスを嫌うのです。パリサイ人もユダヤ人もキリストを待っていると言いながらも、神様の主張を本当の意味ではよくわかっていなかったので、彼らの主張とイエス様の主張が真っ向から対立します。彼らは人が一生懸命頑張って律法を守ればよりよい人生になると信じ込んでいたし、特に彼らはイスラエル人として生まれることが幸せだと信じ込んでいたのに、イエス様は「私を信じる人は幸いだ」とおっしゃっているので、律法を守るものではなくて、売春婦や遊女や売国者と言われているような人々と付き合っていらっしゃるから、真っ向から彼らの主張が崩れそうになっていました。つまり、それは言葉を変えますと、ユダヤ人でさえ、パリサイ人でさえ、聖書を教えている側でさえ、神様の主張を最初から信じていなかったということです。本当にそのとおりに神様の主張を支持してそのとおりにおっしゃっていたイエス様のことを否定していたのですから。それで特に、ユダヤ人は「キリストはよいのだけど、あなた、おまえがキリストというのは絶対に認めることができません」という人たちでした。その理由、根拠もいろいろあります。ナザレ出身であって、なぜそんな弱々しい格好をし、ロバの子に乗ってエルサレムに入ったりするのか。白馬に乗って王子様みたいに入ると言うのがキリストでしょうといろいろな理由を取り上げて、「キリストはああいう人間ではない」と言う理論をつけて、イエスがキリストであるはずがないということで、最終的にキリストだと主張して、神様の主張を指示していた、それを繰り返していたイエス様を十字架につけるところまで行きました。結局、神様の主張をそのまま訴えていたイエス様は十字架の本当に悲惨な死に預かるようになります。そこで皆考えました。「やっぱり私たちが正しかった。イエスが主張していたことは全部嘘だった」。まるで裁判で負けてしまったかのように、十字架の上でイエス様は負けてしまったのです。皆あざ笑っていました。人間が神のかたちで創世記３章の原罪によって希望がない存在で、だから、キリストだと最初から神様は主張なさったでしょう。それを思い起こしながら、そのキリストが来たのです。私イエスが唯一の希望キリストですと訴えていた、そのイエス様は十字架につけられました。世の中は、パリサイ人たちは皆「万歳。万歳。やはり私たちが正しかった。やはり人間には可能性がある。やはり文明の発展と経済の豊かさと福祉などに希望を託すのが良かったのだよ。宗教の努力するのが人を変える方法であると言う私たちの主張が正しかったのだ。人はまじめに誠実に頑張ればよりよい人生、よりよい人間になるとヒューマニズムを訴えていた私たちが正しかった」と万歳をしていました。十字架の前で。理解できますか。神様はいらないと今のニューエイジの団体が訴えているそのとおりではないのか。その反対の主張が今、十字架で負けているのではないのかと。その光景が今想像できますか。

そのような中で３日目にイエス様が復活なさいました。すべての主張、万歳を全部下して、そのすべてをひっくり返す大逆転劇でした。それがイエス様の復活です。この世、ユダヤ人たちが主張していた内容、それが今世界的に通用し、皆が真実、真理だと信じ込んでいる内容であっても「それがそうではなかったのだよ」と最後の最後に決定的な証拠を提示することによって、今までの世の主張が全部偽りだったということを証明していました。やはり、人間は神のかたちであり。神様なしでは生きてはいられない存在です。それがイエスの復活です。やはり人は自分ではどうにもならない原罪を抱えているものなので、キリスト以外には希望がありません。そのとおりだったのです。そして、そのキリストだと主張していたイエス、そんなはずがないと思っていたそのイエスがキリストだったということです。だから、だれでもこのイエスを信じる者は罪赦されて、神のかたちを回復し、どうにもならない滅びの運命から永遠に解放されるようになります。それ以外には人が幸せになる方法はありません。皆さんがどのような才能を持っていらっしゃるかわかりませんが、それを極めて世界中が驚くような成功を治めたとしても、私は確信してイエス様の復活の前で言えます。そこに幸せはありません。イエスを信じなさい。すべて疲れた人、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。神様はそれが良さそうに聞こえるか、あるいはでたらめに聞こえるかわかりませんが、世の様々な主張、その核の内容はもう決まっています。それに対して、「NO」と突きつけられました。それがイエスの復活です。私たちはそのイエスの復活を信じる者です。皆さんが心の中に受け入れて救い主として信じていらっしゃるイエス様は死者の中から３日目によみがえられました。イエスは復活なさいました。それを覚えていてください。それは今まで皆さんも聞いていて、皆さんの中にも刻印されている世の声を全部つぶしてしまう内容です。今まで皆さんの心の中で当たり前だと、それが定説で正解だと思っていたそのすべての理論、声を「そうではないよ」と逆転させる内容なのです。神様はこの世との裁判で負けていません。十字架で皆負けたと思っていました。負けていません。神様は決定的な証拠を提示することによって、ヒューマニズムは偽りだということを証明されました。キリスト以外にどこかに希望があるかのような耳触りの良いお話は、それがどんな内容であれ偽りだと証明されました。残っている課題はクリスチャンの私たちが、その神様の主張、今まで私たちの中に入っている刻印されている世の主張、悪魔の主張などと取り換える作業が残っています。感謝なことに、神様の恵みによってイエス様を信じているにも関わらず、刻印されている内容を変えません。「イエスはキリストです」と言いながらも、実際的にはヒューマニズムに浸かっています。実際的には他のなにかに希望があるかのように、それによって泣いたり笑ったりしています。それがいつもメインではないでしょうか。だから、目に見えない悪魔に喜んでやられるしかありません。私たちはイエス・キリストを信じてもはやそのような存在ではありません。
今日の復活感謝礼拝をとおして、その部分に対して徹底的になっていただきたいと思います。人は時間が経てば経つほど、努力すればするほど進化するような存在でしょうか。皆さん、どこかで学校で教わってきて真理のように思い込んでいた内容がどこかに残っていて、「そうかもね」という思いがあるのではないでしょうか。イエスの復活は、それは全部偽りだと強力に主張しています。イエスが復活なさったと言うのは、最初から神様が主張なさっていたように、キリスト以外には希望がないということが正しかったという証明です。サタンは人々がこの神の主張に耳を傾けることがないようにするために、人々の心の中で、この神の主張だけは聞きたくないような思いをいつもうながしています。クリスチャンもよく騙されます。クリスチャンなのにこの主張は「えー。あまりにも独善的な内容ではないでしょうか。良いものは皆、良いものではないでしょうか」と言う方向に走ろうとしています。どこの宗教にも救いがあるのではないか。それで皆手を取り合って世界平和のために一緒に歩けばそれで結構ではないでしょうかと。だから、「キリストだけが希望だ」と言う話を聞きたくない気持ちは、申し訳ないですが最初から悪魔の主張なのです。あなたがたが神のようになると。言葉を変えますと「キリストなんかいりません」ということと同じ内容です。「いりません。一生懸命頑張れば。専門家になればいいのではないか」。なぜ専門家になろうとしているのでしょうか。キリストで十分でないからでしょう。皆さんが成功することは悪いことではありません。でも、成功しようとしている理由によって、人生１８０度変わります。福音とキリストで十分でないから、まるでダニエルの３人の友達のように「神様が助けてくださるでしょう。そうでなくても関係ありません。キリストだけで充分です」というのがないから、成功に頼ろうとしていて成功を頑張っているのであれば、それはかわいそうなクリスチャンなのです。そこには神様のわざは期待できません。キリストで十分なのです。またキリストしか希望はありません。神様は私たちにキリストを与えられました。その主張が正しかったと決定的な釘を刺すような証拠こそがイエス様の復活です。だから、私たちはイエス様の復活を思い出すたびに、揺れていた気持ちや心が恥ずかしくなります。何を考えているのか。何の声に揺さぶられているのか。キリストは絶対的に必要な方であり、希望であり、イエスがそのキリストであった。イエスを信じると救われる。そして、この世の中では、文明の発展、政治の変化ではなくて、キリストが宣べ伝えられること、キリストであるイエスが宣べ伝えられる伝道以外には救いがないと言うのが神様の主張であり、それを証明した内容がイエスの復活です。覚えていてください。
そうならば、私たちはこの復活感謝礼拝をとおして、イエスの復活、つまり、神様の逆転劇の前に皆立って決心しないといけません。復活が神様の大逆転劇だと信じますか。世の中の主張がほぼ通りそうになっていた、それで神の主張が負けたと思っていた瞬間、それを全部ひっくり返す決定的な証拠が復活です。一番最初に申し上げましように、その証拠によって、今まで無罪だと思っていたものが、そのすべての主張が偽りになるということでしょう。それが証拠と言うものです。イエス様の復活は耳触りが良くても、一理ある話であっても、世の主張、人類の主張がすべて偽りだった。神の主張と反する世の主張は偽りだったという決定的な証拠なので、そのような世の主張などにこれから振り回されないようにしましょう。それが皆さんの心の中、脳細胞に刻印されているので、吟味して気を付けながらそれを発見し神の主張に取り換える作業を個人的にやってください。その決心をしないといけません。福音以前の、また福音でない、刻印されているものを全部変える決心をしてください。皆さんに有意義なものは一つもありません。偽りの人生になりかねないものです。なぜ神の子どもなのに偽りを抱え、それに振り回されて生きる理由があるでしょうか。皆さんの中ではキリストだけが希望であり、絶対的に必要な方であり、そのキリストによって人の祝福とのろいが分けられるものだと、これが刻印されるようにしないといけません。ぜひお金を支配する側であって、それに縛られる側にならないようにしてください。
それから、イエスの復活の前に立って、神の大逆転劇だから、神の主張に耳を傾けてください。それで、疑わないで、イエスはキリストだと言うことはもう確証ですから疑わないでその「イエスを信じている自分は救われました。幸いなもの。神の子どもです」という確信を持つようにしてください。イエスを信じたわけですから。皆さんの外見や、皆さんの弱さと関係なく幸いな者です。

それから、残りの生涯のために、イエスの復活の前に立って、これが本当であれば、神の大逆転劇を見たのであれば、迷わずにそのキリストであるイエス様を皆さんの人生の主人として迎えてください。自分で自分の人生を頑張ってどうなるというのは偽りです。キリストであるイエス様が主人となるようにしましょう。そうすることによって皆さんに刻印されているものがどんどん取りはがされるようになるでしょう。そして、皆さん、残りの生涯、人生生きる理由をイエス様の復活の前で確認してください。先ほども申し上げましたように、キリストイエスが宣べ伝えられることのためです。主婦は主婦で、音楽家は音楽家で、美術家は美術家で、教育家は教育家で、政治家は政治家で、事業をやっている方は事業をやっている方で、外見はそれぞれ違いますが、皆中身は同じ理由を持っていないといけません。ダビデは王様でしたがダビデは王ではなくて、本業は伝道者なのです。
それから、新約聖書に出ている様々な信仰者、テオピロのような人は政治家だったでしょうが、政治家ではなく伝道者です。だから、外見や形が違ってもメインが伝道者と言うことで通じ合う者を秘密決死隊と言います。秘密だから誰も知りません。王様だと、政治家だと思います。科学者と思う。でも、皆通じ合います。今ニューエイジとフリーメイソンはそういう意味で通じ合っています。国会議員も政治家も財閥もいます。でも、彼らはそれを副業だと思っています。彼らは皆サタンを崇拝し、キリスト教をつぶすことがメインになって、それには手を組んで結託し、「そのために私たちの財産と専門性といのちをささげます」と毎日告白しています。だから、イエスの復活の前に立って、神様の主張が勝利なさったので、その主張に耳を傾けてそちらの側に立ってください。キリスト以外には希望がありません。そして、イエスがそのキリストです。そうならば、皆さんがイエスを受け入れたことが幸い中の幸せです。そして、残りの生涯、皆さんの理由を伝道に絞ってください。それは言いふらすことではありません。心の中のいのちであり、秘密であり、覚悟です。祈りはそのために祈ります。そのためであれば、同じ通じ合う者がいれば、なんでも分かち合うことができる準備ができているものです。それが聖書のローマの手紙１６章で紹介されている人物の特徴です。イエスの復活の前に立って、人生の理由をもう一度確認してください、

そして、そのために皆さんひとりひとりに言い訳などいらないように聖霊充満を約束してくださいました。小さな女の子が悪霊にとりつかれると、大人の丈夫な男性二人でも抑えられません。私たちには言い訳などいりません。聖霊にとりつかれるという表現はありません。でも、原理は同じです。聖霊充満の祝福があれば、皆さんの弱さや能力をはるかに超えて伝道の祝福に用いられるようになることを信じてください。自分はそのような存在だと思って祈ってください。そのことを日々、徐々にやっていてみていただきたいと願います。今日の復活感謝礼拝が皆さんひとりひとりにとって、福音でないもの、福音以前に刻印されているものが取り換えられる、それが全部否定される決定的な神様の証拠として受け止められていただきたいと願います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございました。神様の主張があり、世の主張がありますが、私たちは本能的に世の主張に捕らわれていたものです。神様の恵みによってキリスト以外には希望がないことを知り、イエスがそのキリストであることを信じて受け入れることができた神様の子どもです。どうかこれから真っ向から対立している偽りの世に向かって、唯一の希望、真理であるキリストの福音を宣べ伝えられる伝道者として勝利するために、まず自分の内側になる偽りのものをよく見分けて取り替えることができるように祝福を与えてください。これからはキリストともに伝道者の人生を送ることができるように。また、だれでもそれができるように神様は祝福していらっしゃることを確認して味わうことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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